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２
地
本
体
制
で
運
動
の
躍
進
と

組
織
強
化
を
進
め
よ
う
！

国
労
東
日
本
本
部
は
、
８
月
24
日
に
第
38
回
定
期
大
会
を
東
京
・
新
橋

交
通
ビ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
次
世
代
へ
繋
ぐ
大
会
で
も
あ
り
、
国
労
の
組
織
と
運
動
を

将
来
に
繋
げ
て
い
く
た
め
の
、
組
織
整
備
（
昨
年
の
大
会
で
提
案
さ
れ
た

９
地
方
本
部
の
統
合
）
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
号
は
、
大
会
特
集
号
【
そ
の
１
】
と
し
て
報
告
し
ま
す
。

大
会
は
渡
辺
副
委
員
長
の
開

会
挨
拶
で
は
じ
ま
り
、
議
長
に

及
川
代
議
員
（
盛
岡
）
、
副
議

長
に
は
宮
崎
代
議
員
（
秋
田
）

が
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
伊
藤
委
員

長
が
３
点
に
わ
た
り
挨
拶
を
し

（
別
掲
参
照
）
、
来
賓
の
国
労

弁
護
団
・
福
田
先
生
は
安
保
法

制
の
問
題
と
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判

を
中
心
に
報
告
さ
れ
、
国
労
本

部
・
宮
崎
執
行
委
員
か
ら
も
あ

い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

経
過
報
告
・
方
針
提
案
、
財

政
報
告
・
予
算
案
提
案
が
行
わ

れ
、
昼
食
休
憩
を
は
さ
ん
で
、

機
関
紙
と
組
織
拡
大
標
語
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

経
過
３
人
、
方
針
11
人
の
発

言
で
は
、
組
織
拡
大
の
取
り
組

み
、
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
、
安
全

へ
の
取
り
組
み
、
要
員
不
足
、

25
春
闘
、
職
場
代
表
者
選
挙
、

機
関
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
様
々
な
意
見
を
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
へ
の
申
し
入
れ
に
活
か
す
予

定
で
す
。

そ
の
後
、
昨
年
提
案
の
組
織

整
備
の
規
約
改
正
が
成
立
し
、

ス
ト
権
一
票
投
票
で
は
、
ス
ト

権
が
確
立
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
彦
田
副
委
員
長
の

閉
会
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
伊
藤

委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

国
労
東
日
本
執
行
委
員
会
を
代
表
し
３
点
に
つ
い
て

触
れ
、
挨
拶
と
す
る
。

１
点
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
と
私
た
ち
の
足

元
の
現
状
に
つ
い
て
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
は
「
融

合
と
連
携
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
構
造
改
革
を
推
し

進
め
、
固
定
費
の
削
減
、
収
入
構
造
の
変
革
に
向
け
た

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
第

１
四
半
期
決
算
や
お
盆
期
間
中
の
利
用
状
況
を
見
て
も

明
ら
か
な
と
お
り
、
引
き
続
き
堅
調
な
回
復
が
見
込
ま

れ
る
。

他
方
、
社
員
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
実
に
７
８
０
０

人
も
減
と
な
り
、
満
足
な
退
職
者
の
補
充
も
な
く
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
職
場
を
支
え
て
い
る
の
が
、
共
通
の
実
態
。

先
に
開
催
さ
れ
た
国
労
全
国
大
会
で
は
、
導
入
あ
り

き
の
施
策
に
対
し
「
新
た
な
技
術
の
導
入
は
否
定
し
な

い
が
、
人
員
削
減
の
た
め
の
導
入
は
順
番
が
違
う
」
と

安
全
に
対
す
る
危
機
感
を
訴
え
て
い
た
。

ま
た
、
営
業
職
場
か
ら
は
、
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
化
の
推

進
の
中
、
利
用
者
の
安
全
に
対
す
る
厳
し
い
視
線
や
サ
ー

ビ
ス
の
変
化
に
対
す
る
不
満
・
ス
ト
レ
ス
が
現
場
の
窓

口
と
な
る
営
業
職
場
の
社
員
へ
容
赦
な
く
浴
び
せ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
方
針
を
策
定
し
、
毅
然
と
し
た

対
応
を
す
る
と
し
て
い
る
が
、
問
題
が
発
生
す
る
職
場

管
理
者
の
姿
勢
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
絵
に
書
い
た
餅
で

あ
り
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
社
員
を
守
る
為
の
方
針
の
徹

底
を
求
め
る
。

私
た
ち
が
通
年
闘
争
と
し
て
い
る
「
『
労
働
条
件
に

関
す
る
協
約
』
改
訂
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
に
つ
い
て

は
今
大
会
発
言
を
踏
ま
え
て
成
案
と
す
る
の
で
、
今
の

厳
し
い
労
働
実
態
、
環
境
改
善
な
ど
、
真
摯
な
討
論
を

要
請
す
る
。

２
点
目
は
、
組
織
問
題
に
つ
い
て
。
昨
年
の
大
会
に

て
、
次
世
代
の
皆
さ
ん
に
過
度
な
負
担
を
か
け
な
い
機

関
運
営
と
横
の
連
携
、
そ
し
て
、
自
ら
が
所
属
す
る
会

社
と
向
き
合
う
た
め
の
戦
線
整
備
か
ら
、
「
規
約
改
正
」

を
提
案
。
そ
の
後
、
機
関
紙
に
て
組
織
整
備
の
考
え
方

に
つ
い
て
明
ら
か
と
し
、
今
大
会
に
て
お
諮
り
す
る
。

機
関
整
備
後
の
細
部
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
枠
組
み
の

中
で
議
論
を
頂
い
て
い
る
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
。

同
時
に
、
こ
の
機
関
整
備
を
組
織
の
「
強
化
・
拡
大
」

に
向
け
た
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト
と
し
、
全
力
を
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
年
の
大
会
以
降
〇
名
の
仲
間
の

拡
大
を
勝
ち
取
っ
て
い
た
だ
い
た
。

一
方
、
職
場
に
よ
っ
て
は
、
労
働
組
合
加
入
者
も
い

な
く
、
労
働
組
合
を
知
ら
な
い
世
代
も
増
え
て
き
て
い

る
の
が
現
実
。
労
働
組
合
の
少
数
化
は
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

職
場
に
様
々
な
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

労
働
組
合
の
主
た
る
任
務
は
組
合
員
の
労
働
条
件
向

上
に
向
け
団
体
交
渉
を
通
じ
改
善
を
求
め
る
こ
と
で
あ

り
、
次
世
代
の
組
合
員
が
労
働
組
合
活
動
を
実
感
で
き

る
体
制
づ
く
り
、
点
在
す
る
仲
間
が
近
況
を
報
告
し
あ

え
る
よ
う
な
交
流
会
・
親
睦
会
の
開
催
に
向
け
、
引
き

続
き
全
力
を
上
げ
る
。

現
在
、
組
合
員
へ
の
迅
速
な
情
報
伝
達
に
つ
い
て
、

新
た
な
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
共
有

化
・
登
録
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
日
常
の
組
合
運
営
の

観
点
か
ら
も
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
は
労
働
組
合
の
生

命
線
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

３
点
目
は
、
政
治
問
題
。
岸
田
首
相
は
９
月
の
自
民

党
総
裁
選
挙
の
不
出
馬
を
表
明
、
こ
れ
に
よ
り
３
年
弱

で
退
陣
と
な
っ
た
。
国
論
を
２
分
し
た
安
倍
元
首
相
の

国
葬
の
強
行
に
始
ま
り
、
原
発
回
帰
の
基
本
方
針
転
換
、

安
保
政
策
に
お
い
て
は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、

次
期
戦
闘
機
の
第
３
国
輸
出
、
国
民
に
負
担
を
強
い
る

軍
事
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
比
２
％
に
す
る
事

に
ま
で
踏
み
切
り
、
す
で
に
「
新
し
い
戦
中
」
に
突
入

し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
「
平
和
と
民
主
主
義
」
を
取
り
戻
し
、

改
憲
阻
止
、
反
基
地
、
反
原
発
に
向
け
た
取
り
組
み
の

強
化
を
訴
え
る
。
以
上
３
点
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
こ

の
他
に
も
歴
史
的
な
物
価
高
騰
で
の
継
続
し
た
賃
上
げ

を
求
め
る
25
春
闘
の
取
り
組
み
や
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線

の
問
題
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

繰
り
返
し
と
な
る
が
、
今
大
会
は
、
新
た
な
機
関
整

備
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
節
目
の
大
会
。
代
議
員
各
位
の

真
摯
な
討
論
を
要
請
と
し
挨
拶
と
す
る
。

（
全
文
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

現
場
の
声
か
ら

安
全
な
職
場
を

議長
盛岡・及川代議員

副議長
秋田・宮崎代議員
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 SOGA班新聞
（蘇我運輸区分会ニュースより継続）

運輸区とうごう

千葉

千葉

運輸区統合分会

運輸区統合分会

紙名 号数 地本 発行機関

最優秀
表彰

国労北海道本部　　 国労東海本部　  　国労西日本本部
国労四国本部　　　 国労九州本部

関東交運労協

ジェイアール東日本物流労働組合

ＪＲ東日本労働組合 ＪＥＳＳ－Ｕ

・海渡 雄一 弁護士

ありがとうございました

・福田 護 弁護士・宮﨑 浩則 執行委員

・菊池 忠志 専務

【国労本部】 【東日本本部顧問弁護団】

【アベニール株式会社】

・佐藤 正幸 専務理事
【国鉄労働会館】

【東日本本部顧問弁護団】

東
日
本
本
部
委
員

　

・
坂
本　

和
彦 

（
東
京
支
部
）

　

・
早
川　

義
貴 

（
東
京
支
部
）

　

・
本
間　

寿　

 

（
八
王
子
地
区
本
部

）

　

・
松
吉　

祐
典 

（
東
京
支
部
）

　

・
松
本　

康
平 

（
大
宮
地
区
本
部
）

　

・
大
貫　

文
也 

（
高
崎
）

　

・
小
泉　

慶
起 

（
水
戸
）

　

・
嶋
田　

福
実 

（
千
葉
）

　

・
平
林　

芳
一 
（
長
野
）

　

・
及
川　

孝　

 

（
盛
岡
）

　

・
宮
崎　

和
孝 

（
秋
田
）

　

・
昆
野　

正
則 

（
仙
台
）

　

・
山
口　

智　

 

（
仙
台
）

定
数
　 

名
13

【
第
一
選
挙
区
】

【
第
二
選
挙
区
】

【
第
三
選
挙
区
】
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２０２３年度機関紙表彰

優秀
表彰

長野 / 清水 淳

盛岡 / 菊池 要悦

最優秀
表彰

水戸 / 中村 賢太郎

第１７回組織拡大標語

2017年・第31回定期大会から、
会計監査員を7年務めました。

私たち国労東日本本部は、本日、新橋交通ビルにおいて第３８回定期大会を開

催し、この一年の運動方針を確立した。

ＪＲ東日本の決算の営業収益は２０１９年３月期の３兆００２０億円にはおよ

ばないものの、２０２４年３月期営業収益は２兆７３０１億円となり１９６４億

円（連結）の当期純利益を計上した。これは、定期収入は減少したまま（２０１

８年比８４％）だが、インバウンドの急増などにより、近距離収入・中長距離収

入がほぼ１００％に戻ったためである。

一方、大規模な組織改編で、「融合と連携」が強調され、列車のワンマン化、

減便、統括センター化による複数担務化、本社支社再編による職場の統廃合が行

われ、併せて駅のみどりの窓口の廃止、無人化、時計やごみ箱の撤去など必要以

上の経費削減が進められてきた。特にみどりの窓口の混雑が社会問題にもなり、

公共交通機関としての役割が問われている。

ＪＲ東日本ではマイプロや委員会活動など、「自主的な」取り組みが当たり前

になり、社員間の競争が激しくなってきている。ＪＲ貨物やＪＥＳＳ、ＬｉＶｉ

Ｔにおいても、新人事賃金制度が、労働者の団結や仲間意識を破壊していくので

はと危惧されている。特にＪＥＳＳにおいては低い労働条件から離職が顕著で、

休日出勤前提の勤務が散見されている。

こうした中、最重要課題である組織拡大は、厳しい状況の中でも○○名を迎え

入れることができた。未加入者が多数の職場環境のなかで、周りの社員への働き

かけや、組合を超えた取り組みに学び、創意工夫をしながら、組合の必要性を訴

え、さらなる拡大の流れを作っていかなければならない。

岸田首相は、政治資金問題で揺れる中でも、任期中の改憲発議表明や、敵基地

攻撃能力の保持、原発推進政策、混乱が続くマイナカードと保険証の統合強行な

ど、これまで自民党政権が進めてきた以上の政策を強引に推し進めてきていたが、

政治と金の問題などの責任を放棄して総裁選不出場を表明した。これは、国民の

不信任の高まりの結果、辞任に追い込んだものである。

私たちは改憲を阻止するため、護憲政党や市民団体など広範な勢力と共に全力

で取り組みを強化し、あわせて格差是正や労働者保護など労働法制改悪を阻止す

るために各種選挙への準備・取り組みを進めていかなければならない。そして東

日本大震災からの完全復興、反戦・反基地、脱原発などの取り組みを引き続き強

化していくものである。

国労東日本本部は、ＪＲグループ会社で働くすべての社員が、安心して働き続

けられる職場を取り戻すため、組合員・社員の不満・不安をつかみ、改善に向け

た交渉などに全力で取り組み、組織強化・拡大に全力で奮闘する決意である。

以上宣言する。
２０２４年８月２４日

国鉄労働組合東日本本部第３８回定期大会

【大会宣言】

新
任
役
員

退
任
役
員


